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があり､Bは小 さい癌を 1例､上皮内癌を3例認めた｡グループcDはそれぞれ 33
例 (60%)､4例 (6.5%)に癌がみとめられた｡腎孟尿管鏡検査は細胞診､画像診
断とも陽性例では適用する必要はないが､細胞診陰性例において上部尿路癌の発見
と悪性疾患除外症例に有用であったo
実験の目的､手法､結果とその解釈とも適切になされており､上部尿路癌に関する
重要な知見を得たものと評価される｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認卜める｡
